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日 時 令和元年１０月１７日（木） １９：００～２１：００ 

場 所 高松市医師会館 ２階大会議室 

出席者 

■ 吉澤委員長 ■ 松本部会長 ■ 岡委員 ■ 片山委員 

１２名 
■ 林委員 □ 香西委員 ■ 田中委員 ■ 辻委員 

■ 永岡委員 ■ 坂東委員 ■ 古川委員 ■ 三宅委員 

■ 和田委員    

事務局 

高松市医師会 伊藤副会長、山地氏、真鍋氏 

地域包括支援センター 坂上副センター長 

長寿福祉課 徳重主幹、久保補佐、長樂係長、山﨑保健師長 

８名 

議 題 

１ 第２回 医療介護連携ミーティングの開催について 

２ 高松市入退院支援ルール（案）について 

３ 高松市入退院情報共有シート（案）について 

４ その他 

結 果 

１ 第２回 医療介護連携ミーティングの開催について 

 目的 高松市入退院支援ルール（試案）の周知・試用開始準備 

 日時 令和元年１１月２日（土）１４：００～１７：００（受付開始１３：３０～） 

 開催場所 穴吹リハビリテーションカレッジ ４階シルクホール 

 対象者 第１回医療介護連携ミーティングの参加者と同様 

 参加募集 １０月２５日締め切り 現在２９人受付中 

 内容 入退院支援ルールやシートについて、GW 等で意見交換 

 ※資料は事前に参加者に送付。 

２ 高松市入退院支援ルール（案）について 

 ・個人情報の取り扱いに関する記載について、患者・家族の同意をどのように得るか。 

→医療機関もケアマネジャーも、契約時に包括同意を得ているため、「共有シートを使

用して情報共有する」ための同意を、包括同意の中で得るか、別に書面で得るか要検

討。 

→四市 Web 会議では、徳島：共有シートの下に、「情報共有について本人・家族に同

意を得ている」という記載あり。高知：共有シートとは別に同意書があり、それで同

意を得ている。松山：同意を得ているかどうかをチェックする項目がある。同意がな

い場合は、「緊急時は情報共有可能」という記載と留意事項を書く欄あり。 

・主治医の意見書を入退院支援ルールに添付して共有できないか。 

→介護保険課の確認が必要。 

・連携にあたってのエチケットと医療施設担当者及びケアマネジャー等の心得について

は、オリジナルになるように、もう少し内容を検討する。 

・見直しは、半年に 1 回程度を予定している。 

・関係機関の一覧表については、情報の変更があるので、在宅ケア便利なびに関する記載
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を入れ、それを参考にしてもらう。 

３ 高松市入退院情報共有シート（案）について 

委員からの意見は別紙参照。  

入院・退院で分けずに、一枚のシートで入退院の共有シートとする。 

・情報共有シートが看護添書代わりになるのであれば、全体の書類の量は減少する。 

・MCS 等で情報を共有できる環境の導入とセットで行わないと、紙ベースでは一から

の入力になってしまうので、あまり普及しないのではないか。 

 ・手書きで情報共有している事業所もまだまだあるので、当面はデータと紙ベースの

併用でのやりとりが好ましい。 

 ・ケアマネジャーからの情報提供書は、手書きのものとデータを入力したものと半々。 

４ その他 

○入退院支援情報共有シートのメール・FAX 送信について 

・（地域包括支援センターより）個人情報保護条例の中では、本人の同意があれば、情

報提供はできることになっているが、地域包括支援センターでは、従来通り郵送又

は持参で対応したい。今後はご意見等を伺いながら、対応について検討していく。

地域包括支援センターから出す情報に関しては、郵送又は持参となるが、受付ける

情報については問わない。 

・誤送信をしないために、各事業所で実施していることを共有することも重要。 

５ 第８回退院支援・医療介護連携部会日程について 

 日時：１１月２１日（木） １９：００～２０：００ 

 場所：高松市医師会 

 内容：第２回医療介護連携ミーティングのまとめと意見の集約 

 


